人造人間 —— 193 1 年 型で ある。 

氺 氺 

人造人間と は どんな もの か。 

人造人間と は、 人間が 作った 人形で、 そいつ は、 機 

械 仕掛けで、 人間の 命令 どお リ、 忠実に 根気よ く 働く 

奴 だ。 

氺 氺 

さて、 その 人造人間が、 ようやく、 その 存在 を 認め 

られ かけて 来たよう だ。 

本誌 「新 青年」 の 新年号に、 「人造人間 殺害事件」 と 

いう 探偵小説が 出た の も、 その 一 つ。 前号に は 田|{ 敬す 



る 直 木 三十 五 氏の 「ロボットと ベッドの 重量」 という 

のが 出た。 

すこし 前に、 東京 上野の 松坂屋 で、 1999 年の 科 

学 時代の 展覧会が あって、 そこに 人造人間が 舞台に 立 

ち、 みなさんと 交歓した。 

しょう へい ロボット 

今年の 正月に は、 朝日 新聞の 招聘 で、 人造人間 レマ 

ルク 君が 独逸から、 はるばる やって来て、 みなさんの 

ご あいさつ 

前に、 円満な 顔 を ニコニコ させて 御 挨拶が あった。 

氺 氺 

みや づ 

二月 一日の 東京 朝日に は、 宫津 電話と して 次の よう 

な 記事が 載って いた。 



いよいよ、 油断 も、 隙 もなら ぬ 世の中と なって きた _ 

氺 氺 

この種の 人造人間 は、 いっから 人間の 脳裏に 浮び あ 

がった かとい うと、 それ は 随分と 古い ものら しい。 ギ 

リシ ャ 神話の 中に も それが あつたよ うに 思う。 

その ろっこつ 

エデンの 園で、 アダムの 肋骨 を 一本と つて それから 

イヴと いう 美しい 女 を 作り 給うた、 というの は、 形式 

的に は 神様の なせる 業で は あるよう な ものの、 その 考 

え は、 無論、 人間の 頭脳から 発生した こと は 言う まで 

もない。 

古事記に よると、 我が国の 神 達 は、 盛んに 国土 を 産 



自分で も 恥 かしい くらい、 喜ぶ ので ある。 

延原 氏が、 僕と 同じ 考え を 持って いられる かどう か 

は 知らないが、 若し 同じ 考え をお 持ちなら ば、 僕の 画 

いた 挿絵 は、 すくなくとも 氏 を 二三 日立 腹 させて 置く 

に 充分だった ろうと 思い、 妙な 場所柄で は あるが、 こ 

こに 謹んで、 お詫び 申 上げて おく 次第で ある。 

氺 氺 

さて その 「電波 嬢」 に は、 ウェルズ 博士と いうの が 

現れる。 この 博士 は エッチ. ジ ー • ウェルズ そっちの 

けの 科学的 空想家で、 モ ー トル 仕掛けの セント バナド 

種 型の 犬 を^り あげる。 博士 は、 その後に、 「電波 嬢」 



一 名 メリ— . ウェルズなる 人造人間 を 作る が、 これが 

うる わ 

世に もま ことに 麗しい 妙齢の 婦人の 相貌 を 備え、 し 

かも 機械 力で 二十 人力の 腕力が あり、 要所要所に 六 個 

の 耳 を 備えて 居り、 時速 六十 哩 の 快速 力で、 龃け 出す 

きじん 

ことができる という 鬼神のお 松 そっちの けの 人造人間 

である。 

この メリ— • ウェルズ を 助手の ピ ー タ ー が 操縦 盤と 

一 緒に 盗み出し、 強盗 殺人 を やらせる が、 その 働き は 

実に 非凡で ある。 大きな ビルディングの 下に 立って い 

ると 思う と、 ス ルス ルと 身長が 伸びて、 何十 階の 上の 

高 窓に 手が 届いたり、 警官隊 や、 その 機関銃 を 撃退す 



ン巿の 貯水池で 働いて、 貯水池の 水が、 どの位に なつ 

たかを、 時間 をき めて 報告す る 役目 を 分担して いる そ 

うだ。 

それから、 シカゴの 下水 会社で 啷 筒の 番人 を やって 

いるの も あると いう。 

ニュ ー ョ— ク巿の エジソン 会社で、 外から 入って 来 

る 電力 を、 要求に よって、 どこへ どう まわす かとい う 

口— ド . デス パッチ ャ— はいめい 

配 電 係 を 拝命して いるの も 居る という 話で ある。 

また、 或る 炭坑の 中で 働いて いる テレ ボックス 君 は、 

坑内の 爆発 瓦斯の 監視 を やって 居り、 若しも 瓦斯が だ 

たま 

ん だん 溜って 来て 危険が 近づいて 来る と 直ちに 声 を あ 



氺 氺 

二 ュ— ョ ー ク 

紐 育 の 博物館に は、 人造人間の 番人が 居て 観覧 人 

が 入って 行く と、 「どうぞ、 記録 帖に、 御 記名 下さい」 

と 呼びかけて 来る そうで ある。 

この種の 人造人間 は、 泥棒よ けに は、 もって 来いで 

ある。 真暗な 邸宅の 中に、 泥棒が 入って 来て、 震動 を 

させたり、 或いは、 懐中電灯 を サッと 向ける と、 「泥棒、 

そ ァ J をう， > J くな」 と 怒鳴 つ て 警笛 をなら し、 警察 へ 電 

話 を かける。 泥棒が 吃驚して、 ライフル をぶ っぱなし 

て も、 人造人間 は、 鋼製の 皮膚 を 持って いるから、 そ 

れ こそ 弾丸が あたっても、 蚊が 喰いつ いた ほどに も感 



門 は、 客が 来る と 自動的に 開く ような 仕掛けに なって 

いるが、 それに は 扉の 前で "open, sesame 7 (開け ご 

まの 実) と 叫ぶ と 自然に 開く、 しかし 間違って 「開け、 

けしの 実」 などと 呶 鳴っても 駄目ら しい。 

先年 上野の 松 坂屋の 1999 年 展覧会で 出演した 口 

ボット は、 どんな こと を、 どんな 言葉で きいても、 即 

座に 返事 をした。 「ォッ サン、 ゲイ • キャバレロ を 謳つ 

けんそうり 

とくれ よ！」 なんと 中学生が、 一座の 暄騒裡 にわめ い 

て も、 よく その 意味が 通ず ると みえ、 ロボット 君 は 「よ 

し 来た。 じ や 日本語訳の 方で、 ニ村定 一ば りで やろう 

かな、 ァァ」 なんて、 達者な ところ を 見せた。 ところ 



が、 あれ は、 インチキ. ロボットで (宫 里さん、 もう 

さしつ か 

バラしても 差支えないで しょうな、 ようがす か、 バラ 

しちまい ます ぜ)、 力— テンのう しろに 若い 男が 居て、 

有線 電話 式に ロボットの 代りにき いたり、 喋ったり し 

ていたの である。 僕が 科学 画報の 宮 里さん に 連れられ 

て 初日の 四時 頃 行った ときには、 ロボット 先生 出て こ 

なかった。 宫 里さん が、 きいて みると、 ロボット 先生 

は 一日 喋りつ づけた ので、 すっかりへ たばって しまつ 

たの だそう で、 無限 精力の はずの ロボットが、 へたば 

るなん て、 面白い なと 大笑い をした ことであった。 

氺 氺 



人造人間 のもう 一 つの 仕掛け は、 光 を 感じて、 機械 

が 前にの ベ た 音の 場合と 同じように 働き 出す ことで あ 

る。 これ は、 眼の 内側な どに、 光電管が あって、 光が 

来る と、 それが ために 電流 を 生ずる もので、 その 電流 

は 増幅され、 前にの ベた ように、 機械の 方へ 行く ので 

ある。 

これ だけの 複雑な 機械が 入って いるから、 人造人間 

まら わ-こ 

の 腸 は、 まことに ゴ チヤ ゴ チヤと 入り くんだ もので 

ある。 

氺 氺 

人造人間 は、 将来 どうなる のであろう か。 



ない と、 敢えて 断言して 置く。 人造人間 は、 飽 いたり、 

倦む こと を 知らないし、 着物 を 欲しがる わけで もな く、 

食事 を とらぬ。 ただ 入用な の は、 人造人間 を 動かす 動 

力 だけで ある。 これ は 今日で は 電灯 線から とれる 交流 

を 使う ことにすれば 随分 安い。 将来 は、 電波な ど を 使 

うこと になろう。 すると、 その 費用な ど は、 いくら も 

かかり はしない ので ある、 ここまで 申せば、 何故に、 

人間の 仕事が 無くなる のであろう か、 合点が 参ら れ る 

J とと存 ずる。 

氺 氺 

戦争な ども、 生きた 兵士 を 使う ことが 止められて、 



人造人間が ド シドシ 出征す る ことになるであろう。 

人造人間 は、 電波で 完全に 操縦が 出来る ようになろ 

う。 その 時代に は、 造船所の 代りに、 人造人間 製造 会 

社が、 驚くべき 繁栄 を なすこと であろう。 人造人間の 

幾 師団 かが、 突撃す るう しろに は、 人造人間 母艦 (と 

いうの はお かしい が) があって、 死んだ 人造人間 兵士 

を 収容して は、 早速 修理 を 加え、 戦線に 送り出す こと 

であろう。 

こんな 機械 兵士の 跳梁す る 時代に は、 その 破壊力 

も、 断然 強くなる はずで、 その内に 世界大戦 争が 起つ 

て、 その 強烈なる 科学 戦 は、 生物 的 人間 を 一人の こら 



ず、 一 瞬の 間に 打ち殺して しまう ことがない とも 言え 

ない。 そうなる と、 人間社会の 最期の 日が 来る。 地球 

上の 人類 や 生物が 悉 く 死に絶えて、 その後に 来る も 

の は、 無 魂の 機械ば かりが、 活動 を 続けて ゆく。 その 

こうりょう あたま 

ときの 荒涼たる 光景 を 今 胸に 描いて みると、 頭脳が 

ちぢ 

じりじりと 縮まって、 気が 変にな りそうになる。 —— - 

僕 は、 このような スト— リ— の 映画 を 監督して 作り あ 

げ、 近代 人に 一 大 警告 を 与えたい と 思う。 
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